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海外拠点

北アフリカ研究における学術ネットワークの構築
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北アフリカにおける産業創出のポテンシャル

•北アフリカの民間伝承や現代イスラームに受容
される食薬資源利用

・北アフリカ社会ニーズに基づく通信技術開発や
総合データベースの構築

・北アフリカ乾燥地におけるエネルギー資源の効
率的利用



北アフリカ諸国における日系企業の進出
○チュニジア
・大成建設、鹿島建設、日本工営：道路・橋建設
・住友商事：鉄道車両納入受注
・丸紅：火力発電所建設事業受注
○モロッコ
・住友電装、矢崎総業：自動車用ワイヤーハーネス製造
・ＹＫＫ：衣料用ファスナー製造
・三菱商事、伊藤忠商事、住友商事（アルジェ事務所が兼轄）、三井物産
・日産自動車：車両工場新設予定（２０１０年）
○アルジェリア
・三菱重工：化学肥料製造プラント受注
・伊藤忠：ＬＰＧプラント増設プロジェクト受注
○リビア
・国際石油開発、三井石油開発、新日本石油：石油・天然ガス開発
・日本工営：リビア人工大運河計画受注
○エジプト
・日産、スズキ：自動車製造
・東芝：家電製造
・富士通ゼネラル：空調機器製造
・三菱電機、フジテック：昇降機器製造・販売
・ＹＫＫ：ジッパー製造
・大塚製薬：製薬



②地中海からサハラ沙漠までの乾燥傾度が
高く多様な生育環境に順応した植物種を調
査できるフィールド

①植物地理学的に両界の植物が共存する地域

世界植物区系

全北植物界

旧熱帯植物界

北アフリカ地域は？

④アフリカ全土に南南教育研究協力を展開で
きる学術研究・科学技術外交の拠点

全北植物界と旧熱帯
植物界の植物が共存
する地域

新熱帯植物界

オーストラリア
植物界

地中海

乾燥地・半乾燥地

サハラ沙漠

③伝統文化と近代化の調和に基づく食薬文化
があり、生活習慣病の発症率が欧米に比べて
低い (Circulation誌, 1999)

100~350km

多様な食薬資源



乾燥地植物の機能的特徴

種々のストレス

（紫外線、塩、乾燥、高温・低温等）

フリーラジカルの遊離

生体への悪影響

乾燥地植物が有する
細胞・遺伝子防御機構

活性酸素を吸収する物質

乾燥地植物の

の産生

動脈硬化、神経細胞死、

アレルギーなどの予防

活性酸素の発生

活性酸素を無毒化する物質

活性酸素の発生を抑制する物質



乾燥地生物資源

成分抽出

乾燥地有用生物資源探査研究の流れ

有用生理活性の多面的探索

抗酸化、抗がん、抗アレルギー、
神経細胞死阻害、育毛、美白
……

20以上のバイオアッセイ系

今まで見過ごされてきた生理活性の検出

オリーブ、ブドウ、アロマ・薬用植物
…

乾燥地生物資源データベース

各種情報の統合

• 生息地環境

• 系統学的情報

• 生理学的情報

• 生化学的情報

北アフリカ地域の生物多様性の評価

Fraction 1

Fraction 2

Fraction 3

Fraction 4

…

…

Plant 1

Plant 2

Fraction 1

Fraction 2

Fraction 3

Fraction 4

産業への応用

医薬品
健康食品
(生活習慣病の予防)

化粧品
…

生物資源の有効利用
新規産業の創出

詳細な研究への展開

•生理学的解析

•遺伝子発現プロファイル

•プロテオーム解析

生理活性の分子メカニズムの解明

抽出画分の成分分析

•組成

•生理活性を担う分子の同定

基礎科学への貢献



CBBC

CBS

IRA

ENIS

INAT

先端機器・資材投入
博士課程学生受入(8名）
日本側専門家派遣

京都大学
Kyoto University

JST-JICA地球規模課題対応国際科学技術協力事業（平成２１～２６年度、6.5億円）

「乾燥地生物資源の機能解析と有効利用」

http://www.titech.ac.jp/


チュニジアのオリーブ



2008.10.3

チュニジアオリーブポリフェノール成分の
がん・アレルギー予防効果

オリーブオイル
（抗アレルギー活性）

オリーブの葉
（白血病細胞分化誘導活性）

オリーブ成分
（乳がん細胞抑制活性）



Source : International Olive Oil Council * average campaigns 1990/91 - 1996/97

オリーブ総栽培面積の世界における順位
及びチュニジアのオリーブオイル生産量



Oueslati

Morphology of olives and stones from studied olive varieties



C1

C2

C3G
S

Z1

バイオアッセイに用いたオリーブの品種及び栽培地

C1: 

Chemchali

C2: Chemlali

C3: Chetoui

S: Sayali

G: Gerboui

Z1: Zalmati

Z2: Zarrazi

多様な品種
地域特異性
多様な機能性

抗アレルギー

白血病分化誘導

乳がん抑制



ローズマリーに含まれる
神経活性物質
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高齢化に対応した疾患予防効果を有する機能性食品の研究開発

高齢社会のQOL向上に寄与

研究開発

商品化様々な食資源

・目的
高齢者をターゲットにした老化予防機能を持つ機能性食品を商品化し、高齢社会のQOL向上に寄与

することを目的とする。

βアミロイド 神経細胞

×
カフェオイルキナ酸

βアミロイド による神経細胞死の保護作用

今までの成果 今後の研究開発

・安全性試験 ・原材料探索 ・商品開発


